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平成 30 年度第 4回北広島市市民参加推進会議 会議録 

日  時 平成 31 年 2 月 19 日（火）午後 6時 30分から午後 8時 30分 

場  所 市役所 4階 4CDE 会議室 

出 
 

席 
 

者 

委員 

（8 名） 

竹内委員、中野委員、北川委員、浦野委員、穂刈委員、小池委員、 

杉本委員、高橋委員、 

事 務 局 米川室長、伊達課長、高嶋主査、池田主事、畠山主事 

傍 聴 者  1 名 

会議次第 

 

1 開会 

 

2 協議事項 

  

3 その他 

 

4 閉会 

配布資料 

・資料１ 市民参加フォーラムの振り返り 

・資料２ 市民参加に関する報告書・市民参加条例 

・資料３ 市民参加に関する報告書（まとめ） 
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１．開 会 

事務局：それでは、定刻となりましたので、平成 30 年度第 4回北広島市市民参加推進会議を 

開会いたします。 

本会議につきましては、出席委員が過半数を超えておりますので、北広島市市民参加条

例施行規則第 8 条第 6 項の規定により、会議が成立しますことを事務局より報告いたし

ます。 

それでは、施行規則第 8 条第 5 項の規定により、議長につきましては竹内会長にお願い

します。竹内会長よろしくお願いいたします。 

 

議 長：昨年の災害等により被害に遭われた方へ、復興をお祈りいたします。 

それでは、はじめに議事録署名委員の指名ですが、杉本委員にお願いしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

２．協議事項 

議 長：それでは、次第 2「協議事項」に入ります。 

まずは、「市民参加フォーラム(H30.11.17)の振り返り」について、事務局から資料の説

明をお願いします。 

 

事務局：資料１について説明 

 

     

議 長：ただいまの事務局の説明について、何か質問はございませんか。 

    ≪質問なし≫ 

市民参加フォーラムにつきましては、市民の皆さんに市民参加について関心を持っても

らうことを目的として、平成 29 年度から実施をしています。 

今年度の実施内容を来年度のフォーラムにつなげていければと思いますので、来年度に

向けたご意見について委員の皆様から頂戴したいと思います。 

Ｅ委員：関心のある方が集まっていて、とても活発な意見が出されていました。そういった意見 

を市で吸い上げていただければと思いました。 

Ｇ委員：関心のある若い人たちがとても一生懸命議論していたので、その意見を未来に持って 

いければいいと思う。話し合いだけで終わらずに形にしてほしい。 

Ｆ委員：次回はぜひ、見学ではなく、参加させていただきたいと感じました。見学していて、 

市がやっていることの伝わり方が十分じゃないと思った。 

そういう情報を市民に出していくには、こういったフォーラムを前向きに検討してい 

ければいいと思いました。 

■会議録 
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Ｈ委員：平成 29 年度から実施してきましたが、平成 29年度は寸劇などで市民参加をわかりや 

すくという形で行って、今年度はフォーラムという形で市民会議に参加させてもらい 

ました。 

今後、どういった形で市民参加を周知するかというのは試行錯誤しながら、今までの 

形に捉われなくても、委員の皆様になにかご意見等あれば、ぜひ取り入れる方向で検 

討したいと思っています。 

先ほどの意見や、市民参加の部分でも行政がやっていることが十分に伝わっていない 

ということがありましたが、その部分も含めていかにして知っていただくのかという 

ところが重要になると思っています。 

Ａ委員：参加者の意見が活発で、まとめの発表もうまく、非常に有意義な会議だったのではな 

いかと思います。 

来年度もあれば、また参加したいと思います。 

事務局：今後、市民参加の分野に参加していただける市民の方をどう増やすかというのを考え 

た場合、今年度の市民会議のように関心のある方を中心にＰＲしていく方がいいか、 

昨年度のフェスティバルのように不特定多数に広く周知していく方がいいのか。 

ご意見を伺えればと思います。 

Ｅ委員：昨年度のフェスティバルは、市民参加という意識を持ってる人は少ないように感じま 

したが、関心を持ってもらうのには大事なことだと感じました。 

Ｆ委員：両方ともそれなりに効果はあったと思う。 

形にこだわることはない。 

参加しやすい方法を考えていければと思います。 

Ｈ委員：来年度以降について、それ以外の手法やターゲットを絞ったりなど、議論していただ 

ければと思いますが、たとえば他のイベントに入って一コマもらったりする方法も一 

つかなと思います。 

Ａ委員：そのことは、市民参加のＰＲという性質になるかと思いますが、今年度のフォーラム 

については、実利的な実際の意見が寄せられており、報告書の内容はボリュームが多 

く、生の意見なので、非常に有用なデータになっていると思います。 

Ｄ委員：ワークショップは非常にいいものだったと思います。 

市民参加自体を市民に知らせるということも大事だと思いますが、ちゃんと意見が出 

て、議論になっていたのでよかったと思います。 

Ｇ委員：若い人が集まってお話しをしてるのがすごいいいことだと思いました。 

自分も頑張らなきゃという気にもなれました。 

駅に立ってチケットを配るような周知や、大学に直接周知するとか、なんでもやって 

みてもいいんじゃないかと思いました。 

Ｃ委員：市民参加フォーラムは、去年は西の里会館のみでしたが、１回にとどまらず地区をめぐ 

るキャラバンみたいな形で周知できればいいかなと思います。 

理想は全市的に実施できればいいと思います。 
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議 長：それでは、「協議事項」の 2つ目に入ります。 

「市民参加の推進に向けた方策の検討について」ということでありますが、事務局から

資料の説明をお願いします。 

 

事務局：資料 2、資料 3について説明 

資料 2の報告書につきましては、「市民参加の現状と課題」などについて、推進会議で出

された意見をまとめたものとなっております。今後につきましては、報告書で出された

多くのアイデアから、優先的にどの方策を選んでいくのかという視点で議論をしていく

必要があります。コスト面や体制面など実現可能性という視点も入れながら、推進会議

としての意見を、話していただければと思います。 

①「市民に対して、市民参加の意識高揚を図るための方策」 

 

議 長：まずは、①「市民に対して、市民参加の意識高揚を図るための方策」についてですが、 

今後、優先的に実施すべき取組について、委員の皆様から意見をいただきたいと思い 

ます。 

Ｄ委員：なぜ、関心が低いのかと考えると、市民参加したことで目に見えて結果が出てこない 

ところだと思う。 

難しいとは思いますが、ワークショップで出された意見を具体的になにか一つでも吸 

い上げて実現して、結果が見えてくればいいと思います。 

Ａ委員：市の政策について提案、意見を出したことが、その政策等に反映するといった具体的 

な結果が見えると市民参加についての意欲が上がるという意見だったと思いますが、 

このことについてほかにありますか。 

Ｇ委員：その意見を出して、政策などに反映された人がいるということを周知するのもいい方 

法だと思う。 

Ａ委員：たとえば、○○町にお住まいの○さんの意見のおかげで、こういう風に事業に反映さ 

れましたと広報で紹介されたりすることも、意欲、意識高揚につながります。 

Ｃ委員：結果だけで無く、私はアンケートを 2回ほど答えたことがありますが、その結果どう 

だったか、その過程でも知ってると、少しは役に立ったのかなと思えるし、アンケー 

ト１つでも市が見てくれてるんだということがわかればいいと思う。 

Ｇ委員：市民参加の周知については市に懸垂幕か横断幕や旗での周知もいいと思いました。 

Ａ委員：日常生活的なものもいいのですが、スポーツを振興するために、たとえばテニスコー 

トを作ってくれという予算が伴うものに対しても、もしなんらかのリアクションがあ 

ったり、市民の声が多数寄せられたのでテニスコート○○地区に作りました、という 

フィードバックがあれば、市に要望を出せば、通ることもあるのだということが広く 

市民に知れ渡るといいと思います。 
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Ｆ委員：毎年、市政懇談会をやってますが、各町内会の参加率があまりよくない。 

市民が参加できる窓口として市長、担当部長がそろっており、参加している人は、市 

でなにをやっているかだいたいわかってくる。 

市政懇談会を市民参加の一つの手法として、各町内会へ周知していくのもいいと思い 

ます。 

出席した人は、次の年も出席してくれます。 

Ｄ委員：市政懇談会に出ることによって意識が高まると思うのですが、市政懇談会に出るまで 

の意識に到達してないというのが問題だと思います。 

仕事が忙しいとかもあると思いますが、市政懇談会に出ていない理由がなにかあると 

思います。 

出てる人というのは、そもそも市民参加してる人なので、そこへの意識の持って行き 

方が難しいなと思います。 

Ｂ委員：最近、家に町内会の回覧で、「町内会の存続の在り方」というアンケートが回ってきて、 

思うことがあれば班長に手紙で提出してくださいとあった。 

書いて出そうと思ったときに、町内会からなにかあったときに頼まれて仕事が増える 

から「あんまりそういうの出すんじゃない」と母から言われた。 

町内会の役員さんも大変で、なにか関心があるとやらされる、みたいな風潮があり、 

子供がいたり若い家族だと、市政に興味がないわけではないと思いますが、それに対 

して動こうとしたときに、なにか仕事をやらされるんじゃないか、というところで意 

見を出すのにストップがかかってしまうのではないかと思いました。 

意見を言っても、その人に町内会の仕事が増えるわけではないというような、工夫が 

あればいいと思いました。 

Ａ委員：意見を遠慮なく寄せてくださいと、その見返りに業務をお願いするようなことはない 

ということが書いてあれば安心する。 

そういう雰囲気があればいいということですね。 

Ｄ委員：関心がありそうな団体にターゲットを絞るというのは、非常にいいと思っていて、も 

ともとパワーを持つような団体、人がたくさん集まるような団体と連携できれば、そ 

の団体の集客力などを活かせる。 

Ａ委員：アイディアなのですが、たとえば市役所の１階に「ボールパークに期待すること」で 

付箋でみなさんの意見を書き込むスペース等を作ってあると、それを見た人からもま 

た、関心が高まるのではないかと思います。 

まいピーを利用したリーフレットで実際の市民の声がどういうふうに市政に反映され 

るのかといったこともあればいいと思いました。 
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②「市民に対して、効果的に情報発信をするための方策」 

次に、②「市民に対して、効果的に情報発信をするための方策」についてですが、 

今後、優先的に実施すべき取組について、委員の皆様から意見をいただきたいと思いま

す。 

 

Ｄ委員：ＳＮＳによる情報発信なのですが、情報発信の方法がフェイスブックとツイッターが 

あり、ＵＲＬが張られているそのページ上の画像をアイキャッチといいますが、その 

アイキャッチ画像がすべて同じ市のマークで、一目で内容がわからない。 

たとえば、長期的になるかもしれませんが、市民参加に関することを新着で上げると 

きは、市民参加特有のアイキャッチ画像をつけるといいと思う。 

子どもに関することだったら子どもの写真をアイキャッチ画像にすることで、子育て 

世代にはわかりやすくなる。 

膨大な情報量のタイムラインの中で、読み流してしまうところですが、そのアイキャ 

ッチの絵が出てきたときに反射的に押せるように、見てもらうためには必要なことで 

発信するときに注意してもらうといいと思う。 

人的リソースが限られているので難しいのかもしれませんが、若い人は、見てると思 

いますし、画像ごとにテストを繰り返して、こっちの画像の方が、リアクション率が 

いいというデータが分析できるようにしたらいいと思います。 

あと、町内会の活用がいいと思う。 

町内会の回覧を見てる高齢者の方がとても多いと思う。 

ここに効果的なチラシ等を入れられたら、高齢者までカバーできるのではないかと思 

います。 

Ａ委員：札幌市のメールマガジンについて、これはシンプルに効果的な方法だと思う。 

仕事で使ってるメールアドレスにそのメールマガジンが来たら、やはり開きます。 

パブリックコメントの案内、委員会の委員の募集、そのほか市民参加に関する情報を 

送れば、相当数の市民に市民参加の情報が届くと思う。ぜひ北広島市にも、札幌市の 

ようなメールマガジンを作ってほしいと思います。 

北広島市でフェイスブックに関しては、頻繁に情報を更新しているのですか？ 

事務局：ＨＰ上で新着の情報が上がると自動的にフェイスブックとツイッターに情報が飛ぶよ 

うな仕組みになっております。 

そこを入っていただくと、ＨＰにつながっております。 

Ｄ委員：階層が深いんですよね。 

ホームページで連絡先を確認してそこに連絡するといった方法ですが、そのページに 

行くまでに階層が深く、面倒なのでリアクションしないと思う。 

そのページ上でフォームがついていて、コメントを書き込めるようなものがあれば、 

コメント率はあがると思います。 

Ｃ委員：ＨＰにどのくらいの閲覧数があるのか集計は取っているのですか？ 

事務局：次回、お示しします。 
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Ｃ委員：市のツイッターをフォローしてますが、いろいろな行事のタイトルが出てきて、そこ 

から該当するページに行くのに、階層が深いので二の足を踏んじゃうということがあ 

りますね。 

Ｂ委員：ツイッターとフェイスブックで、リアクションしたりフォローすると、北広島市にな 

にかあるんじゃないか、住んでるところの情報がバレると思って、フォローしづらい 

と思う。 

ラインの方がありがたい。 

例えば、北広島市と友達になるとまいピーのラインスタンプがもらえたり、そのまい 

ピーのスタンプから、情報が広がっていく。 

主婦は住んでる場所を隠したいので、ライン以外はフォローしづらいです。 

Ｄ委員：ＳＮＳについてはなにを使ってもいいと思ってます。 

確率論でいうと、絞らずになんでも使っていくと母数が増えるので、市民にリーチで 

きる量が増えると思います。 

Ａ委員：市側がアンケートや、なにかフィードバックがほしいときに、ＳＮＳは使えるのかな 

と思いますが、メルマガだと機密性があって非常にいいと思います。 

Ｄ委員：フェイスブックになると、コメント欄に悪いことを書いちゃう人がいたりして、荒れ 

てしまう可能性がある。 

そう考えると、メルマガが一番いいのかなと思います。 

メルマガだと相手のメールアドレスがわかるので、そのアドレスから意見がたくさん 

出てくるとなると市政に興味がある人だとわかるので、ワークショップの情報を教え 

たり、市民参加のアプローチができたり、いいデータにもなると思います。 

 

③「より効果的な市民参加の手続き方法を確立するための方策」 

議 長：次に、①「より効果的な市民参加の手続き方法を確立するための方策」についてです 

が、今後、優先的に実施すべき取組について、委員の皆様から意見をいただきたいと 

思います。 

Ａ委員：パブリックコメントの在り方について、平成 30 年度の件数を見ると 0件が並んでいた 

のですが、かといって条例を改正してパブリックコメントをやめるということにはな 

らないと思いますし、たまたま今年度意見がなかっただけかもしれません。 

この報告書にありますが、ある部分で市民の声を聞いたものはパブリックコメントの 

対象から除くとか、あるいはもう少し早い段階で意見を募集するといった方法もあり 

ます。 

より市民参加が増えるという方向で考えると、タイミングについては柔軟性を持って 

考えてもいいと思います。 

Ｄ委員：みなさん、パブリックコメントを求められてるという情報はどこで仕入れてますか 

Ａ委員：ホームページか広報誌です。 
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Ｄ委員：ホームページを見に行かないといけないということですね。 

    市民政策提案は報告書には、もう少し簡略化すべきとあるのですが、私は北広島市で 

初めて市民政策提案を出してみたんですが、そんなに難しく感じなかった。 

７年くらいで１件もないと聞いたので、誰かがやらないと広まらないと思ったのでや 

ってみました。 

結局は通らなかったんですが、実際は市の対応もすごくよくて、話も聞いてくれるし、 

書類も複雑ではなく、難しく感じなかった。 

Ｃ委員：市民政策提案という言葉が難しく感じさせていると思う。 

Ｄ委員：ちなみに民泊特区にする、という提案を出したのですが、実際にそんなに難しい文章 

を書かなくても対応してくれるし、話も聞いてくれるし、読み取ってくれるし、楽な 

のになんで誰もやらないんだろうと思いました。 

きっと意見がないというのもあるかもしれませんが、意見がある人がいたら、使うの 

が一番市民参加になるんじゃないかと思いますね。 

Ａ委員：審査があったり、敷居が高いようなイメージがあるが、やってみると意外とそれほど 

でもないということですね。 

Ｅ委員：市民政策提案の申請をしたという体験談として、広報などに掲載すればいいと思う。 

Ｂ委員：きたひろＴＶにも出たらいいと思う。 

Ｄ委員：きたひろＴＶに市民参加を取り上げてくれたらいいと思う。 

事務局：みなさんで座談会みたいなものをやってもらって、それを広報などに特集してもらう 

というのはどうでしょうか。 

Ａ委員：いいと思います。 

Ｇ委員：市民が気楽に話せる、聞いてくれる、というところが大事ですね。 

目で見るインパクトが強いのは、大きな旗などを掲げてもらったり、市民の人はなに 

もないところからは話せないので、市からどんどん旗などで目に訴える、目で読ませ 

るということが大事だと思います。 

Ａ委員：市民参加条例の中で「市は次代の社会を担う子供の市民参加を支援するよう努めなけ 

ればなりません」とありますが、今までもすでに実施してきていると思いますが、毎 

年のように、たとえば小学生から高校生までの子供を対象とした市民参加フォーラム 

のようなことをやっているのでしょうか。 

事務局：教育委員会では子ども会議のようなものを実施しておりますが、市民参加の部分を啓 

発するようなものではありません。 

教育委員会との連携によって、市民参加の意識づけというものも今後できるのかもし 

れません。 

Ａ委員：子ども会議での市民参加というのは、ぜひ今後やっていただいて、子供が参加すれば、 

親も関心を持ってくる、地域も学校も関心を持つということになってくると思います。 

Ｇ委員：親子が行こうという気持ちになるには、なにかご褒美的なものが必要かもしれません。 

ジュースでもお菓子でも小さなものでもいいのですが、そういうものがあれば、気持 

ちが高まると思います。 

事務局：イベントには参加賞のようなものが必要と考えます。 
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Ａ委員：市民説明会は公共交通については各地区ごとにあったり、ボールパークもそうです。 

市民説明会やワークショップは多くの市民の意見を聞く場として今後も継続的に実施 

していただきたいと思います。 

事務局：最初の意識高揚の中で、Ｄ委員が言っていた関心のありそうな団体にターゲットを 

絞るのがいいということなんですが、まさにそれが今回のワークショップだったんで 

す。 

Ｄ委員：ワークショップも、テーマを思いっきり絞った、たとえば「子育て環境について」の 

ワークショップにすると、まず子供がいる親を呼んで、自分に関係のあるところなの 

で話が散漫にならずに進められると思います。 

Ａ委員：スポーツもいいですが、音楽もいいと思いますし、北広島を代表するような音楽フェ 

スがあればいいと思います。 

Ｄ委員：キタヒロケットですね。 

事務局：イベントとどう市民参加につなげていくのかというのは大きなテーマになると考えて 

います。 

コンサートですとか、人的リソースが限られている中で、イベントの活用というのは 

大きい部分になってくると思います。 

周知方法について、紙媒体とＳＮＳをどう活用していくか、町内会、市政懇談会、今 

あるものを活用ですとか、方向性というのを、今回の会議で今後に向けて検討する材 

料をいただいたと思います。 

 

３．その他 

議 長：本日の議案は以上となります。最後に「その他」として事務局から次回会議開催時期な

どに関して、委員の皆さまにお伝えすることはありますか。  

 

事務局：次回の会議についてですが、年度明けの 5月以降の実施を考えております。 

改めて日程調整をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

平成 31 年度については、おおむね 5回の開催を予定しております。 

 

議 長：ただいまの事務局の説明について、何か質問はございませんか。 

委 員：≪質問なし≫ 

４．閉 会 

議 長：それでは、本日の会議はこれで終了といたします。皆さん、お疲れ様でした。 

 

議事録署名委員                

 


